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１．概要（Summary） 

 高強度テラヘルツ波電場を集光させたアンテナ構造近

傍の強電場によって、アンテナ電極から容易に電子放出

が生じる。電子放出あるいは、テラヘルツ波電場によって

加速された電子の衝突により、アンテナ電極の変形が生

じる。アンテナ電極変形のメカニズム解明と、放出電子の

応用を目指し、大阪大学産業技術科学研究所の設備を

利用して、テラヘルツ帯で共振を示すアンテナ構造の作

製を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 LED描画システム、RFスパッタ成膜装置 

 

【実験方法】 

 高抵抗シリコン上に塗布したレジストに LED描画システ

ムを用いて、アンテナアレイパターンを転写した。アンテ

ナはアルミニウムを用いて形成した。高強度テラヘルツ波

照射によって生じる、作製したアンテナアレイの構造変化

に起因する透過スペクトルの変化を、テラヘルツ時間領

域分光法を用いて測定する。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 Fig. 1に作製したアンテナ構造を示す。長さ 89um

の電極が 5um のギャップを開けて配置されており、

周期 282um で並ぶ。Fig. 2 に、テラヘルツ波照射前

の透過スペクトルを示す。Xx THzにアンテナの長手

方向の共振に起因する透過率ディップが観測された。

今後、このアンテナに高強度テラヘルツ波を照射した

際の構造変化と応答変化を詳細に調べる予定である。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし。 

 

６．関連特許（Patent） 

なし。 

 

 

Fig. 1 Antenna array fabricated on 

high-resistivity Si substrate. 
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Fig. 2 Transmittance of Antenna array 

fabricated on high-resistivity Si substrate in 

terahertz range. 


